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4.3 メガロベントス 

メガロベントス調査の結果を表－4.2、図－4.3、図－4.4 および資料編に示します。 

調査全体で、6門 7綱 51種類の生物が確認されました。分類群別にみると、甲殻

類（フジツボやカニの仲間）や二枚貝の仲間などが多く確認されました。確認され

た生物はいずれも汽水性や海産性の種類であり、干潟やヨシ原の底泥上で生活する

生物、底泥中に埋在して生活する生物、底泥中に生息孔を掘って生活する生物、干

潟上の礫などに固着して生活する生物など様々でした。 

メガロベントス調査を行った場所では、広いところで幅 200ｍ程度の干潟が干出

していました。その構成材料は泥、砂泥、砂、礫など変化に富んでおり、また、地

形的にも地盤高の高い場所から低い場所までありました。さらに広いヨシ原や塩性

植物の群落、低木などもあり、多様な環境がみられました。 

そこに生息するメガロベントスの生息状況は種類により異なっており、例えばヤ

マトオサガニは、調査範囲上流側を中心に開放干潟全体に比較的広く生息し、特に

地盤高の低い泥質部から砂質部に多くみられました。一方、同じスナガニ科のコメ

ツキガニは、もっぱら地盤高の高い場所にのみ生息し、特にヨシ原近くの砂質部に

多く見られました。イワガニ科のアシハラガニは開放干潟でもみられましたが、多

くはヨシ原や塩性植物群落の中に生息しており、特にヨシ原の縁辺部で多くみられ

ました。環境省のレッドデータブックで貴重種になっているトビハゼは、調査範囲

内の 2箇所でしか確認されず、その場所の底質は主に軟らかい砂泥で、近くにヨシ

原のある場所でした。 

全体的には、変化に富んだ多様性の高い環境に多様な種類の生物が生息しており、

多摩川河口干潟のメガロベントスの生息状況は比較的良好であるものと考えられま

した。 
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表－4.2   メガロベントス確認種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

調査方法：目視観察等

学名 和名
1 刺胞動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ACTINIARIA ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目
2 扁形動物 ｳｽﾞﾑｼ ﾋﾗﾑｼ POLYCLADIDA ﾋﾗﾑｼ目
3 軟体動物 ﾏｷｶﾞｲ ﾆﾅ ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ Angustassiminea castanea ｸﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ
4 Assiminea sp. ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ属
5 ﾊﾞｲ ﾑｼﾛｶﾞｲ Hinia festiva ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ
6 ﾆﾏｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Xenostrobus securis ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ
7 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ
8 Mytilus galloprovincialis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ
9 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Crassostrea gigas ﾏｶﾞｷ
10 ﾊﾏｸﾞﾘ ﾊﾞｶｶﾞｲ Mactra quadrangularis ｼｵﾌｷｶﾞｲ
11 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Macoma contabulata ｻﾋﾞｼﾗﾄﾘｶﾞｲ
12 ﾏﾃｶﾞｲ Solen strictus ﾏﾃｶﾞｲ
13 ｼｼﾞﾐ Corbicula japonica ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ
14 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Cyclina sinensis ｵｷｼｼﾞﾐ
15 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ
16 ｳﾐﾀｹｶﾞｲﾓﾄﾞｷ ｵｷﾅｶﾞｲ Laternula marilina ｿﾄｵﾘｶﾞｲ
17 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ Neanthes japonica ｺﾞｶｲ
18 節足動物 甲殻 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus albicostatus ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ
19 Balanus amphitrite ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ
20 Balanus eburneus ｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ
21 Balanus improvisus ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ
22 Balanus kondakovi ﾄﾞﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ
23 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ﾌﾅﾑｼ Ligia exotica ﾌﾅﾑｼ
24 ｺﾂﾌﾞﾑｼ Gnorimosphaeroma sp. ｲｿｺﾂﾌﾞﾑｼ属
25 ﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Melita sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属
26 ｴﾋﾞ ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Palaemon macrodactylus ﾕﾋﾞﾅｶﾞｽｼﾞｴﾋﾞ
27 Palaemon sp. ｽｼﾞｴﾋﾞ属
28 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus brevicristatus ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ
29 Alpheus sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属
30 ﾊｻﾐｼｬｺｴﾋﾞ Laomedia astacina ﾊｻﾐｼｬｺｴﾋﾞ
31 ｱﾅｼﾞｬｺ Upogebia major ｱﾅｼﾞｬｺ
32 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ Pagurus dubius ﾕﾋﾞﾅｶﾞﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ
33 ｽﾅｶﾞﾆ Ilyoplax pusilla ﾁｺﾞｶﾞﾆ
34 Macrophthalmus abbreviatus ｵｻｶﾞﾆ
35 Macrophthalmus japonicus ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ
36 Scopimera globosa ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ
37 ｲﾜｶﾞﾆ Chiromantes dehaani ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ
38 Chiromantes haematocheir ｱｶﾃｶﾞﾆ
39 Clistocoeloma merguiense ｳﾓﾚﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ
40 Helice tridens ｱｼﾊﾗｶﾞﾆ
41 Hemigrapsus penicillatus ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ
42 Parasesarma pictum ｶｸﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ
43 Sesarmops intermedium ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ
44 ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Philyra pisum ﾏﾒｺﾌﾞｼｶﾞﾆ
45 脊椎動物 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ Tridentiger obscurus ﾁﾁﾌﾞ
46 Gymnogobius castaneus ﾋﾞﾘﾝｺﾞ
47 Gymnogobius macrognathos ｴﾄﾞﾊｾﾞ
48 Acanthogobius flavimanus ﾏﾊｾﾞ
49 Eutaeniichthys gilli ﾋﾓﾊｾﾞ
50 Periophthalmus cantonensis ﾄﾋﾞﾊｾﾞ
51 GOBIIDAE ﾊｾﾞ科

注）魚類については、網等を用いずに確認できた種類を示します。

種No. 門 綱 目 科
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注）底質は目視観察による表面泥の外観を示します。 

 
 

図－4.3   メガロベントス生息環境 
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図－4.4(1)   メガロベントス生息状況（ヤマトオサガニ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図－4.4(2)   メガロベントス生息状況（コメツキガニ） 
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図－4.4(3)   メガロベントス生息状況（アシハラガニ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）調査範囲内の 2箇所で確認されました（貴重種保護のため、確認場所は図示していません）。 

 

図－4.4(4)   メガロベントス生息状況（トビハゼ） 


